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厳
し
さ
を
増
す

新
卒
採
用
市
場

　

24
年
卒
生
（
来
春
に
入
社
す
る
学
生
）

の
採
用
は
、
企
業
に
と
っ
て
厳
し
い
も

の
で
し
た
。
大
卒
求
人
倍
率
は
、
23
年

卒
の
１
・
58
倍
か
ら
１
・
71
倍
ま
で
上

昇
（
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
「
第

40
回
ワ
ー
ク
ス
大
卒
求
人
倍
率
調
査
」）。

従
業
員
規
模
３
０
０
人
未
満
の
企
業
に

限
定
す
れ
ば
、
６
・
19
倍
と
ひ
と
き
わ

高
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学
生
１

人
に
対
し
て
、
６
・
19
人
分
の
求
人
が

あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
学
生
か
ら
就
職

先
と
し
て
選
ば
れ
、
新
卒
人
材
を
得
る

こ
と
の
大
変
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
採
用
選
考
の
プ
ロ
セ
ス
自
体

も
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前
で
あ

れ
ば
、
各
社
の
採
用
ス
テ
ッ
プ
は
比
較

的
一
様
で
、
ピ
ー
ク
期
も
わ
か
り
や
す

か
っ
た
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
い
ま
で

は
、
採
用
選
考
の
複
線
化
が
進
み
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
複
雑
に
な
り
ま
し
た

（
図
表
１
）。学
生
の
動
き
は
分
散
し
て
、

動
き
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
生
成
Ａ
Ｉ
と
い
っ
た
新

し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活
用
、
就
活
塾
に

よ
る
選
考
対
策
支
援
な
ど
、
過
剰
な
就

活
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
提
供
に
よ
り
、
学
生

本
人
の
持
ち
味
は
見
え
に
く
く
、
人
物

評
価
の
難
易
度
は
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

充
足
率
は
23
年
卒
で
78
・
５
％
（
23

年
10
月
１
日
時
点
）
と
、
過
去
10
年
間

で
最
も
低
い
数
字
と
な
り
ま
し
た
（
リ

ク
ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
「
ワ
ー
ク

ス
採
用
見
通
し
調
査
（
新
卒
：
２
０
２

４
年
卒
）」）。
24
年
卒
で
は
、
さ
ら
に

低
下
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
積
み
残

し
を
抱
え
た
ま
ま
25
年
卒
採
用
に
入
る

と
す
れ
ば
、
よ
り
厳
し
い
環
境
を
前
提

に
、
採
用
戦
略
を
考
え
る
必
要
が
あ
り

そ
う
で
す
。

25
年
卒
採
用
の

動
向
と
予
測

⑴�

　
三
省
合
意
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

影
響

　

25
年
卒
採
用
か
ら
、
文
部
科
学
省
･

厚
生
労
働
省
･
経
済
産
業
省
の
「
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
に
当
た
っ
て
の

基
本
的
考
え
方
」（
以
下
、
三
省
合
意
）

が
改
正
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等

に
関
す
る
取
扱
い
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
プ
レ
期
（
政
府
主
導
の
就
活
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
あ
る
３
月
広
報
開
始
よ
り

前
の
期
間
）
に
行
な
わ
れ
る
キ
ャ
リ
ア

形
成
支
援
活
動
は
、
４
タ
イ
プ
に
類
型

さ
れ
、
そ
の
う
ち
タ
イ
プ
３
と
タ
イ
プ

４
の
み
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
該
当

し
ま
す
。
タ
イ
プ
１
・
２
の
プ
ロ
グ
ラ
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ム
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
名

称
を
使
う
こ
と
を
、
三
省
合
意
で
は
認

め
て
い
ま
せ
ん
（
図
表
２
）。

　

タ
イ
プ
３
の
実
施
期
間
は
、
汎
用
的

能
力
活
用
型
で
５
日
間
以
上
、
専
門
活

用
型
で
は
２
週
間
以
上
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
半
分
を
超
え
る
日
数
で
就
業

体
験
を
行
な
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
実
施
は
長
期
休
暇
中
に
限
ら
れ
、

内
定
出
し
は
６
月
以
降
で
す
。
使
い
や

す
い
制
度
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
24
年
卒

の
実
施
実
績
と
25
年
卒
の
予
測
を
比
較

し
た
調
査
で
も
、「
５
日
～
１
週
間
程

度
」
よ
り
長
期
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
予
定
し
て
い
る
企
業
は
、
微
増
程
度

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
（
次
㌻
図
表
３
）。

　

タ
イ
プ
３
に
該
当
す
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
が
、
目
立
っ
て
増
え
る
こ
と

は
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
問
題
は
、

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
情
報
を
採
用
選

考
に
活
用
で
き
る
」
と
い
う
認
識
だ
け

が
一
人
歩
き
し
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま

す
。
企
業
も
学
生
も
、
三
省
合
意
の
内

容
を
正
確
に
理
解
し
て
い
る
と
は
言
い

難
く
、
誤
解
を
含
ん
だ
拡
大
解
釈
に
よ

っ
て
、
プ
レ
期
の
早
期
選
考
が
前
年
よ

り
広
が
る
動
き
が
見
え
て
い
ま
す
。

⑵�

　
25
年
卒
採
用
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
予
測

　

今
後
の
動
き
は
、
図
表
１
の
と
お
り

で
す
。
大
き
な
流
れ
は
前
年
と
同
様
で

す
が
、
以
下
の
よ
う
な
プ

レ
期
の
変
化
を
予
想
し
て

い
ま
す
。

予�

想
①
　
夏
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
か
ら
動
き
出
す

学
生
は
増
加

予�

想
②
　
そ
れ
を
上
回
る

規
模
で
、
プ
レ
期
の
企

業
ア
プ
ロ
ー
チ
が
拡
大

予�

想
③
　
12
月
頃
か
ら
前

年
よ
り
大
き
な
規
模
で

早
期
選
考
が
進
む

予�

想
④ 

一
部
大
手
企
業

を
除
き
、
プ
レ
期
の
内

定
承
諾
率
は
前
年
よ
り

低
下
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予�
想
⑤
　
春
季
休
暇
か
ら
本
格
的
な
採

用
選
考
シ
ー
ズ
ン
へ

　

最
も
注
目
し
た
い
動
き
は
、
採
用
情

報
を
得
る
た
め
に
学
生
が
企
業
に
登
録

す
る
「
エ
ン
ト
リ
ー
」
で
す
。

　

エ
ン
ト
リ
ー
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
、
新
型
コ
ロ
ナ
前
の
19
年
卒
と
直
近

の
23
年
卒
・
24
年
卒
で
比
較
し
て
み
ま

し
た
（
図
表
４
）。
動
き
方
が
ま
っ
た

く
異
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
19
年

卒
で
は
３
月
広
報
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
エ
ン
ト
リ
ー
が
一
気
に
進
ん
で
い

ま
す
が
、
現
在
は
一
定
の
ペ
ー
ス
で
増

加
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
が
進
み
、
授
業
の

あ
る
期
間
で
も
、
企
業
と
接
触
す
る
手

段
が
増
え
ま
し
た
。
時
期
に
関
係
な
く

就
職
活
動
を
進
め
や
す
く
な
っ
た
こ
と

が
、
要
因
の
1
つ
と
言
え
ま
す
。

　

別
の
大
き
な
要
因
と
し
て
、
政
府
主

導
の
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
よ
り
早
く
採

用
活
動
す
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
の
低
下

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
プ
レ
期
は
本
来
、

様
々
な
業
界
や
企
業
と
接
触
し
て
、
学

生
が
キ
ャ
リ
ア
選
択
の
方
向
性
を
考
え

る
時
期
で
す
。
し
か
し
、
早
期
選
考
の

た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
期
間
と
い
う
位
置

づ
け
が
企
業
の
間
で
強
ま
り
、
エ
ン
ト

リ
ー
誘
導
は
プ
レ
期
か
ら
広
く
行
な
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
手
就
職

情
報
サ
イ
ト
が
プ
レ
オ
ー
プ
ン
す
る
３

年
生
の
６
月
以
降
、
応
募
し
た
い
企
業

が
見
つ
か
れ
ば
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
エ

ン
ト
リ
ー
し
て
い
く
ス
タ
イ
ル
が
一
般

的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
動
き
が
、
学

生
の
活
動
量
低
下
を
引
き

起
こ
し
て
い
ま
す
。
エ
ン

ト
リ
ー
す
れ
ば
、
企
業
か

ら
選
考
に
つ
な
が
る
案
内

が
来
る
の
で
、
学
生
の
意

識
は
選
考
準
備
へ
と
傾
き

ま
す
。

　

そ
う
し
て
他
企
業
へ
視

野
を
広
げ
る
間
も
な
く
、

採
用
選
考
へ
と
押
し
出
さ

れ
て
い
く
わ
け
で
す
。

　

学
生
の
エ
ン
ト
リ
ー
平

均
社
数
は
、
24
年
卒
で
27
・
９
社
と
30

社
を
下
回
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
25

年
卒
で
も
、
活
動
量
の
低
下
は
続
く
で

し
ょ
う
。
年
明
け
に
は
、
大
半
の
学

生
が
エ
ン
ト
リ
ー
企
業
を
数
社
持
ち
、

徐
々
に
選
考
ス
テ
ッ
プ
へ
と
入
っ
て
い

き
ま
す
。
早
め
に
採
用
選
考
の
準
備
を

整
え
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

⑶
　
質
よ
り
量
を
重
視
す
る
企
業

　

プ
レ
期
か
ら
の
動
き
が
活
発
化
し
て

い
る
背
景
に
は
、
強
い
売
り
手
（
学
生

優
位
）
市
場
が
あ
り
ま
す
。

　

弊
社
『
新
卒
採
用
戦
線
総
括
２
０
２

４
』（
以
下
、
総
括
デ
ー
タ
）
調
査
に

よ
れ
ば
、「
売
り
手
（
学
生
優
位
）
市

場
で
あ
る
」
と
回
答
し
た
企
業
は
前
年

よ
り
約
20
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
約
９
割

を
占
め
ま
し
た
。
ま
た
、
同
調
査
の
25

年
卒
採
用
計
画
の
見
通
し
で
は
、「
増

え
る
（
大
幅
＋
少
し
）」
が
14
・
４
％
、

「
減
る
（
大
幅
＋
少
し
）」
が
２
・
５
％

と
、「
増
え
る
」
が
「
減
る
」
を
上
回

っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
強
い
「
売

り
手
（
学
生
優
位
）
市
場
」
の
中
で
25

年
卒
採
用
は
進
ん
で
い
く
で
し
ょ
う
。

　

人
材
確
保
へ
の
強
い
危
機
感
が
、

「
質
」
と
「
量
」
の
関
係
に
変
化
を
与

え
て
い
ま
す
（
図
表
５
）。
24
年
卒
で

は
「『
量
』
の
確
保
を
優
先
し
て
『
質
』

を
問
う
」（
38
・
１
％
）
が
、
前
年
比

で
６
・
４
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「『
量
』
を
確
保
す
る
た
め
に

は
『
質
』
は
問
わ
な
い
」
と
回
答
し
た

企
業
が
１
・
７
％
あ
り
、
こ
れ
は
過
去

15
年
に
お
い
て
最
も
大
き
い
数
字
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「
質
」
を
重
視
す
る
企
業
は
、

約
10
年
前
か
ら
９
割
を
下
回
り
、
い
ま

で
は
約
６
割
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
今

後
の
少
子
化
を
考
え
れ
ば
、
人
材
不
足

へ
の
危
機
感
は
さ
ら
に
強
ま
る
で
し
ょ

う
。
従
来
と
は
異
な
る
次
元
で
、「
量

（
人
数
）」
確
保
に
動
く
企
業
が
現
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

⑷
　
大
手
志
向
を
強
め
る
学
生

　
「
売
り
手
（
学
生
優
位
）
市
場
」
と

い
う
認
識
は
、
学
生
の
間
に
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。
選
べ
る
環
境
に
な
っ
た
こ

と
で
、
学
生
の
大
手
志
向
は
強
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
す
（
図
表
６
）。
特
に

「
大
手
企
業
し
か
考
え
て
い
な
い
」
が
、

23
年
卒
６
・
６
％
か
ら
24
年
卒
11
・
３

％
と
、
倍
近
く
増
え
ま
し
た
。
大
手
企

業
に
し
か
目
を
向
け
な
い
学
生
の
増
加

は
、
中
小
企
業
の
エ
ン
ト
リ
ー
人
数
減

少
に
直
結
し
ま
す
。
前
年
よ
り
少
な
い

エ
ン
ト
リ
ー
人
数
を
想
定
し
た
採
用
計

画
が
求
め
ら
れ
そ
う
で
す
。

　

学
生
が
大
手
企
業
に
惹
か
れ
る
理
由

と
し
て
は
、
給
与
や
福
利
厚
生
と
い
っ

た
条
件
面
の
よ
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
で
世
の
中
の
不
透
明
さ
を



企業実務　2023． 12企業実務　2023． 1247 46

実
感
し
た
学
生
は
、
安
心
し
た
生
活
を

求
め
る
気
持
ち
が
強
い
と
言
え
ま
す
。

同
時
に
、
生
涯
安
心
が
保
障
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
も
理
解
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ゆ
え
、
不
確
実
な
遠
い
未
来
の
安
心
よ

り
も
、
確
実
な
近
い
未
来
の
安
心
に
魅

力
を
感
じ
る
の
で
し
ょ
う
。
初
任
給
へ

の
注
目
も
そ
の
表
れ
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
賃
金
制
度
の
見
直
し
に
は

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
比
較
的
手
を
付

け
や
す
い
対
策
と
し
て
は
、
奨
学
金
返

済
の
支
援
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
日
本
学

生
支
援
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）
の
調
査

で
は
、
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
学
生
は

半
数
近
く
に
の
ぼ
り
ま
す
。
同
機
構
に

は
、
企
業
が
社
員
の
奨
学
金
を
直
接
返

済
で
き
る
「
奨
学
金
返
還
支
援
（
代
理

返
還
）
制
度
」
が
あ
り
、
法
人
税
の
減

額
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

学
生
に
と
っ
て
奨
学
金
返
済
は
、
最

も
身
近
な
未
来
の
不
安
と
言
え
ま
す
。

そ
れ
が
軽
減
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は
大
き

い
で
し
ょ
う
。
一
考
の
余
地
は
あ
る
は

ず
で
す
。

　

補
足
で
す
が
、
学
生
が
大
手
企
業
中

心
に
就
職
活
動
す
る
背
景
に
は
、
前
述

の
採
用
選
考
の
早
期
化
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
は
知
っ
て
い
る
企
業
、
聞
い
た

こ
と
の
あ
る
企
業
、
つ
ま
り
知
名
度
の

高
い
大
手
企
業
か
ら
自
分
の
キ
ャ
リ
ア

探
索
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
そ
こ
か

ら
徐
々
に
視
野
を
広
げ
て
い
く
わ
け
で

す
が
、
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
選
考
の
案

内
が
あ
る
た
め
、
他
を
知
ら
な
い
ま
ま

就
職
活
動
を
先
へ
と
進
め
て
し
ま
い
ま

す
。
学
生
の
大
手
志
向
は
、
構
造
的
な

問
題
で
も
あ
る
の
で
す
。

25
年
卒
の

採
用
戦
略
に
お
け
る
ヒ
ン
ト

⑴�

　
地
方
学
生
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

25
年
卒
生
の
多
く
は
、
２
０
２
１
年

度
入
試
を
経
験
し
た
大
学
３
年
生
で

す
。
こ
の
学
年
は
入
試
改
革
と
新
型
コ

ロ
ナ
に
よ
っ
て
、
混
乱
の
な
か
で
受
験

す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

■�

25
年
卒
生
の
大
学
入
試
に
関
す

る
出
来
事

・�「
セ
ン
タ
ー
試
験
」
か
ら
「
大

学
入
学
共
通
テ
ス
ト
」
に
変
更
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・�
英
語
の
民
間
試
験
導
入
は
高
校

２
年
11
月
に
見
送
り

・�
国
語
・
数
学
の
記
述
式
問
題
は

高
校
２
年
12
月
に
見
送
り

・�

Ａ
Ｏ
入
試
が
「
総
合
型
選
抜
」

へ
、
推
薦
入
試
が
「
学
校
推
薦

型
選
抜
」
に
変
更

・�

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
「
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
」
の
実
施
自
体

が
危
惧
さ
れ
た
（
追
試
、
特
例

追
試
を
設
け
て
実
施
）

　

志
望
大
学
を
決
定
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
の
め
ど
が

立
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
地
元
志
向

が
強
ま
り
、
首
都
圏
と
地
方
の
倍
率
格

差
が
縮
小
し
ま
し
た
。

　

以
前
な
ら
首
都
圏
の
難
関
大
学
に
進

学
し
て
い
た
層
が
、
地
元
に
残
っ
て
い

る
割
合
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
例

年
と
比
べ
て
、
地
方
学
生
が
持
っ
て
い

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
い
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
形
式

は
、
対
面
回
帰
が
見
ら
れ
る
た
め
、
地

方
学
生
が
プ
レ
期
に
接
触
で
き
る
企
業

は
、
前
年
よ
り
減
少
し
て
い
る
と
予
測

で
き
ま
す
。
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
参
加

で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
で
、
地
方
学

生
と
の
接
触
を
増
や
す
戦
略
も
一
案
で

し
ょ
う
。

⑵�

　
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
か
ら
ヒ
ア
リ

ン
グ
シ
ー
ト
へ

　

ネ
ッ
ト
上
に
は
、
内
定
を
獲
得
し
た

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
（
以
下
、
Ｅ
Ｓ
）

が
流
布
し
、
誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
い
く
つ
か
の
簡
単
な
質
問
に
答

え
れ
ば
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
自
己
Ｐ
Ｒ
や
ガ

ク
チ
カ
（
代
表
的
な
面
接
質
問
「
学
生

時
代
に
力
を
入
れ
た
こ
と
」
の
略
）
を

作
成
し
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
も
増
え
ま

し
た
。
Ｅ
Ｓ
で
何
か
を
判
断
し
た
り
、

評
価
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
難
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

応
募
時
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
、

提
出
書
類
を
履
歴
書
だ
け
に
す
る
方
法

も
あ
り
ま
す
が
、
あ
ま
り
勧
め
ま
せ

ん
。
新
卒
採
用
へ
の
熱
量
が
低
い
と
誤

解
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
学
生
情
報

が
足
り
ず
に
、
印
象
に
残
ら
な
い
通
り

一
遍
な
面
接
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

Ｅ
Ｓ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
シ
ー
ト
を
検
討
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
、
あ
ら
か
じ

め
多
様
な
選
択
肢
を
用
意
し
て
お
き
、

問
診
票
の
よ
う
に
「
経
験
し
た
こ
と
の

あ
る
活
動
」
に
丸
を
付
け
る
。
価
値
観

や
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
行
動
特
性
・
思

考
特
性
）
を
「
Ａ
と
Ｂ
、
ど
ち
ら
が
当

て
は
ま
る
か
？
」
と
い
っ
た
選
択
式
で

回
答
す
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
も
と

に
、
面
接
で
動
機
や
理
由
、
具
体
例
を

聞
い
て
い
け
ば
、
学
生
へ
の
理
解
を
深

め
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

学
生
と
交
流
す
る
際
の
ア
ド
バ
イ
ス

に
な
り
ま
す
が
、
採
用
選
考
全
体
を
通

し
て
、
大
き
な
主
語
を
使
う
こ
と
は
避

け
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

大
学
受
験
で
は
個
別
指
導
が
当
た
り

前
で
す
し
、
就
職
で
も
個
別
支
援
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
自
分
自
身
を
認
識
し
て

も
ら
っ
た
う
え
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
る
の
で
、

「
学
生
は
～
」「
み
な
さ
ん
が
～
」
と
い

っ
た
大
き
な
主
語
が
響
き
に
く
く
な
っ

て
い
ま
す
。「
○
○
さ
ん
は
～
」「
あ
な

た
が
～
」
な
ど
、
自
己
の
存
在
が
認
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
ア
プ
ロ
ー

チ
が
有
効
で
す
。

　

こ
う
し
た
丁
寧
な
対
応
が
、
内
定
辞

退
の
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

変
化
し
て
い
く

新
卒
採
用

　

少
し
先
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
26
年

卒
採
用
か
ら
三
省
合
意
が
一
部
改
正
さ

れ
ま
す
。

　

４
年
生
に
進
級
す
る
春
季
休
暇
に
、

タ
イ
プ
３
の
専
門
活
用
型
（
実
施
期
間

が
２
週
間
以
上
）
に
参
加
し
た
学
生
に

は
、
３
月
以
降
に
内
定
を
出
す
こ
と
が

可
能
に
な
る
の
で
す
。
主
な
対
象
は
理

系
学
生
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、

技
術
職
や
研
究
職
な
ど
の
採
用
選
考

は
、
２
～
３
月
が
主
戦
場
に
な
っ
て
い

く
で
し
ょ
う
。

　

も
う
少
し
未
来
の
話
で
言
え
ば
、
少

子
化
に
よ
っ
て
新
卒
人
材
の
獲
得
が
、

よ
り
困
難
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
高
卒

や
大
卒
以
外
に
も
対
象
を
広
げ
、
新
卒

採
用
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
を
進
め
る
こ

と
が
、
対
応
策
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

た
と
え
ば
、
専
門
学
校
や
日
本
語
学

校
に
在
籍
す
る
留
学
生
が
新
た
な
チ
ャ

ン
ネ
ル
に
な
り
得
ま
す
。
就
職
に
は
在

留
資
格
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
取
得

し
や
す
く
す
る
た
め
、
制
度
の
見
直
し

が
進
ん
で
い
ま
す
。
外
国
人
留
学
生
の

場
合
、
４
大
卒
で
も
日
本
語
能
力
が
ネ

ッ
ク
と
な
り
や
す
い
の
で
す
が
、
そ
れ

を
前
提
に
仕
事
が
回
る
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
採
用
時
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
は
大
き
く
広
が
り
ま
す
。

　

現
在
の
業
務
運
用
に
必
要
な
ス
キ
ル

を
全
般
的
に
有
し
た
学
生
だ
け
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
す
る
新
卒
採
用
の
あ
り
方
で

は
、
人
材
確
保
が
難
し
い
時
代
に
な
る

で
し
ょ
う
。
未
来
の
リ
ス
ク
に
対
応
し

た
新
卒
採
用
の
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
と
、

そ
れ
を
踏
ま
え
た
社
内
制
度
の
整
備
。

こ
れ
ら
は
時
間
を
要
す
る
取
組
み
と
な

り
ま
す
。
い
ま
か
ら
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
そ
う
で
す
。　
　
　
　
　

●▲

ひ
ら
の
　
け
い
こ
　
大
学
低
学
年
か
ら
就
活
生
、
新
入
社
員
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
関
わ
り
つ
つ
、
就
職
活
動
・
採
用

活
動
の
動
向
や
意
識
調
査
を
基
に
雑
誌
や
専
門
誌
へ
の
執
筆
等
を
行
な
う
。大
学
で
キ
ャ
リ
ア
科
目
の
講
師
も
務
め
る
。


